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機能追加
1. 見積金額の消費税を軽減税率・非課税を考慮した税率別に集計し、表紙画面や見積書に出力できるようになりました。
2. 二の丸連携時、受注処理で二の丸の物件台帳の契約金額を税率別に作成できるようになりました。

3. 資材選択時に[施工方法]、[施工補給]などが常に有効になるよう設定ができるようになりました。
4. 資材選択時の資材マスタ更新機能が規格変更時も利用できるようになりました。

5. 明細画面で品名検索の画面を閉じることなく連続して明細に追加できるようになりました。
6. 総括と明細画面の「計挿入」と「値引き」の文言を変更できる権限を設定できるようになりました。

機能改善
7. 表紙画面の分類集計欄の「利益率」、「構成率」が小数点以下第2位まで表示されるようになりました。
8. 管理資料の印刷で工種階層の「子」階層のみの範囲指定でも集計して印刷できるようになりました。
9. システム設定で物価単価データを取り込む際、途中でキャンセルした時は履歴が残らないようになりました。

＜点検見積オプション＞
10. 非課税品目を見積に含めることができるようになりました。
11. 二の丸連携時、受注処理で二の丸の物件台帳の契約金額を課税・非課税別に作成できるようになりました。
12. 見積書の印刷で総括の金額が0の時もコメント行は印字されるようになりました。

本丸EXv2 Ver 2.6.251.1



「□税別計算」にチェックを付けると、見積金額を中分類に設定した税率別に集計して消費税が
表示されます。

1. 見積金額の消費税を軽減税率・非課税を考慮した税率別に集計し、
表紙画面や見積書に出力できるようになりました。

▼「工事見積表紙」画面

▼「中分類 メンテナンス」画面

▼「見積書」印刷



税別契約欄に標準課税・軽減課税・非課税の税率別に契約額と消費税がセットされます。
受注処理で二の丸の物件台帳を作成する時、税率別に契約行を分けてセットすることができます。

2. 二の丸連携時、受注処理で二の丸の物件台帳の契約金額を
税率別に作成できるようになりました。

▼「工事見積表紙」画面

▼「物件台帳」画面

▼「受注処理」画面



3. 資材選択時に[施工方法]などが常に有効になるよう設定できるようになりました。

常に施工方法などを考慮して見積を作成する場合、資材選択時にボタンの押し忘れなどを防ぐことができます。

▼「システム設定」-「基本システム設定」画面

▼「明細入力」画面



4. 資材選択時の資材マスタ更新機能が規格変更時も利用できるようになりました。

「□資材マスタを更新する」にチェックを付けた状態で、資材選択後に追加された明細行の単価や名称を変更する
と、資材マスタへ自動的に更新されますが、規格変更を行った時も同様に更新されるようになりました。

▼「見積明細」画面

「規格変更」-「品目/規格 参照」画面



5. 品名検索の画面を閉じることなく連続して明細に追加できるようになりました。

「見積明細」画面から開く「品名検索」画面に、画面を閉じず連続して規格行を追加できる機能を追加しました。
 「▢実行後画面を閉じない」にチェックを付けることで連続して追加ができます。

▼「見積明細」画面

「品名検索」画面 ▼「品名・規格検索」画面

▲「品名・規格検索」画面



「システム設定」-「特殊ルーチン」の「計挿入・値引きの文字列は管理者のみ変更可能とする」にチェックを
付けることで、管理者以外のパスワードでログインした時は、総括・明細画面の「計挿入」と「値引き」がメ
ンテナンスできないようになります。

6. 「計挿入」と「値引き」の文言を変更できる権限を設定できるようになりました。

▼ 「システム設定」-「特殊ルーチン」画面

▼ 「計種類一覧 参照」画面 ▼ 「値引き計算」画面



7. 表紙画面の分類集計欄の「利益率」、「構成率」が小数点以下第2位まで
表示されるようになりました。

どちらも小数第3位を四捨五入して表示しています。

利益率：大分類ごとの利益÷大分類ごとの見積金額×100
構成率：大分類ごとの見積金額÷全体の見積額×100

▼「表紙入力」画面-「分類集計」欄



8. 管理資料の印刷で工種階層の「子」のみの範囲指定でも集計されるようになりました。

▼「総括入力」画面

▼「管理資料印刷」画面

▼（例）「実行予算書【工種別分類集計】」印刷



建設物価や積算資料の単価データを取り込む際、大分類や小分類などを取り込んでいる途中でキャンセ
ルした時は、履歴名称や取り込み済みの分類データは中途半端に残らないようになりました。

9. 物価単価データ取込時、途中でキャンセルした時は履歴が残らないようになりました。

▼「システム設定」-「物価単価設定」画面

履歴名称は残らない

途中でキャンセル

▼「建設物価 履歴メンテ」画面
▼「建設物価 分類データ取込」画面



明細の計算式に「0:数量×単価（非課税）を選択することで非課税品目を入力することができます。
表紙画面に見積金額を課税額と非課税額が分けて表示され、非課税分を差し引いた見積金額で消
費税が計算されます。

＜点検見積オプション＞
10. 非課税品目を見積に含めることができるようになりました。

▼「点検見積表紙」画面

▼「点検見積明細」画面

▼「点検見積 見積書」印刷



契約欄に課税・非課税別に契約額と消費税がセットされます。
受注処理で二の丸の物件台帳を作成する時、「機器点検」と「総合点検」、またそれぞれの非課税項目
を別行に分けてセットすることができます。

＜点検見積オプション＞
11. 二の丸連携時、受注処理で二の丸の物件台帳の契約金額を「機器点検」と
「総合点検」に分けて作成、また非課税項目を別行に作成できるようになりました。

▼「点検見積表紙」画面

▼二の丸「物件台帳」画面

▼「受注処理」画面



点検見積書印刷時の設定で「金額が0の時はその総括行を印字しない（内訳書）」にチェックを付けた時も
総括のコメント行は印字されるようになりました。

＜点検見積オプション＞
12. 見積書の印刷で総括の金額が0の時もコメント行は印字されるようになりました。

▼「総括入力」画面

▼「見積書印刷設定」画面

▼「点検見積 見積書」印刷
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レベルアップをご希望の方、ご不明な点がありましたら、弊社担当またはサポートデスクまでお問い合わせ
ください。

データベースのレベルアップが必要になります。
レベルアップをする際は、全てのパソコンでIDS製品を終了していただきますようお願い致します。

引き続き弊社製品をよろしくお願い申し上げます。
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